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アメ リカ自動車工業発展 の構造 と傾 向
(主 査)
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教授 村 岡 俊 三
論 文 内 容 の 要 旨
本 論 文 は現 代 アメ リカ資 本 主義 の 発展 の 重 要 な規 定 要 因 とな って い る アメ リカ 自動車 工 業 の発
展 傾 向 を 、 その 構造 的特 徴 の 把握 をふ まえ て、 歴 史 的 に解 明 す る こ とを 課 題 と した 。 アメ リカ 自
動 車工 業 に 関 す る これ までの 研 究 は、 本 論文 の 序 に お いて 触 れ てい るよ うに、概 説 的 な もので あった
り、時期 的 に限 定 されて いたり、特 殊 問題 や 個別 企業 についての もの で あ った りで 、 自動 車 工 業 の発
展 を総 体 と して 、歴 史的 に 一貫 して 、 かつ 、 その 構 造上 の顕 著 な点 で あ る独 占化 、 国 際 化 に焦 点
を あ て て 、 分析 を 加 え た もの は な い 。 そ こで、 本 論文 で は、 これ ら先 学 の 研 究 を ふ まえ て 、 この
課題 を 試 み た 。 そ の た め、 本 論文 で は、20世 紀 初 頭 よ り1960年 代 ま で の 自動 車工 業 の 歴史
的 発展 を 、 どの よ うな需 要 構 造 に 対応 して 、 い かな る企 業 が 、 どの よ うな 方法 、形 態 で 自動 車 工
業 を 担 い 、 あ るい は 支配 して きたか 、 その 結 果 、 自動 車 工 業 は どの よ うな 発展 傾 向 を た どっ たか、
そ して また 、 そ う した発 展 傾 向を た ど る 自動 車 工 業 は ア メ リカ国 民経 済 に お い て どの よ うな位 置
を 占め た か 、 とい う視 角 か らの把 握 を お こ な った 。
まず 、 第1章 では 、第2次 大 戦 前 の ア メ リカ 国内 に お け る 自動車 工 業 の発 展 の構 造 と傾 向 を 解
明 し た。 第2次 大 戦 前の 発 展 は 、 基本 的 に 、20世 紀 初 頭 か ら1920年 代 中 葉 ま で と 、1920
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年 代 後 半 か ら1930年 代 まで の2期 にわ か れ る 。第1節 で は 、1900-1920年 代 中葉 の
時 蛎 を と りあ つ か い 、 次 の よ うに特 徴把 握 を お こな った 。 自 動車 市場 の外 延 的 拡 大 、 つ ま り、 低
価 格 大 衆 車 が 従来 の 個別 的 交 通 ・輸 送 手 段 で あ る馬車 を 駆 遂 す るばか りで な く、 さ らに それ 以 上
に拡 大 してい く市 場 条 件 が 存在 し、 これ を 背 景 に、 製 品の 規 格 化 ・標 準 化 を 基 礎 と した作 業 の 標
準 化 ・専 門 化 とコ ンベア ー ・システムの 導 入 と によ る生 産 の連 続 自動 化 、 同時 化 と い う、い わ ゆ る
フ ォー ド ・シス テ ムに 代 表 され る大 量 生産 方 式 が発 展 した 。 こ う した大 量 生 産 方 式 が 他 国 に先 が
けて アメ リカで発 展 した理 由 は 、広 大 な 国 内市 場 を背 景 に 、標 準 商 品 の大 量 生 産=大 量 取 売 方 式
が歴 史的 に 早 くか ら:現実化 して い た こ と と、 複雑 な機 械 的 構 造 を 持 ち、 製 作 作 業の 徹 底 的 な 細分
化 、 単純 化 に 適合 す る特 質 を 持 つ 自動 重 とい う商 品の 到 来 の 歴 史 的 合 作 であ る と お さ えた 。 と こ
ろ で 、 こ う した 発展 過 程で 、 企 業構 造 に お い て は、 企業 新 設 と 企業 集 中が 同 時 並 行 的 に進 む 中 で、
次第 に生 産 と資 本 の 集積 ・集 中 が進 ん で い うた 。 自動 重市 場 全 体 が 拡 大 しつ つ あ る と い う条 件 が
あ りな が ら、 早 く も1910年 代 か ら、 こ う した 集 積 ・集 中 が 進 行 したの は、 既 にFordに み ら
れ るよ うに大 量生 産 技 術 ・設 備 を 持 ち、技 術 的 に 安定 し、 コス ト切 下 げが可 能 な 企 業 のみ が 大 衆
車市 場 に お い て成 長 す るこ とが で きた た め で あ り、 した が って 、DuPont,Morganに よ って金
融 的 に 支 持 さ れたGMに 典型 的 に み られ る企 業吸 収 ・合 同が 進 む とと も に 、他 方 で 、新 設 は資 金、
技術 な ど で特 別 に有 利 な条 件 を持 ちえ た場 合 にの み可 能 と な った か らで あ る と捉 え た 。 こ うして、
自動車 工 業 はFordを 頂点 と してGM、Dodge、Hudson、Nash、PaGkard、S毛udebaker、Max-
well、Willys-Overlandの10に 満 た ない 企業 に よ って担 わ れ る こ と にな った 。 総 じて 、 こ
の時 期 は 、 ア メ リカ に お け る 自動 車工 業 が 、 低価 格 大 衆 車 の 大 量 生 産 方 式 の 発 展 に よ って 急 速 に
成 長 して い った時 期 で あ り、国 民 経 済 的 位 置 か らいえ ば、 最 大 工 業 に 成 長 す る と と も に、 鉄道 建
設 に か わ って経 済 成 長 を規 定 す る主 要 な 要因 とな って い った と把 握 し うる。
次 に 、 第2節 で は、1920年 代 後 半以 降 のBigThree独 占 支 配 体 制 の 形成 過 程 につ い て 、
以 下 の よ うに お さえ た 。国 内大 衆 車 市 場 の 拡 大 テ ンポ が鈍 化 を み せ は じめ 、 買 替 市場 へ と市場 の
性格 が 変化 した 。この中 で、企 業の ビヘイヴ ィアは 変 化 し、 低価 格 大 衆 車 の 大 量生 産 方 式 の推 進 と
い う生 産 過 程 の 変 革 一 本 や りか ら、GMに お いて 最 も明 瞭 に み られ るよ うに 、 管理 価格 、 マ ーケ
ッテ ィ ング の導 入 を 含 む 経 営 組 織 の 改 革 、 車 種 系 列 の 拡 大 ・整 備 、 販 売 組 織 の拡 充(特 に割 賦 販
売 の 導 入)、 モ デル ・チ ェ ンジの 導 入 な どが お こ な われ た。 こ う した ビヘ イ ヴ ィア に よ って買 替
需 要獲 得 競争 、 した が って 、激 しい シェ ア ー拡 大 ・市 場 再 分 割 競争 が もた らさ れ た 。 こ う した 競
争 の 激 化 は、 弱 小 企業 の 淘 汰 と い う形 で 、 過 剰 にな った 生 産 能 力 ・資 本 を排 出 してい った が 、 そ
れ に もか か わ らず 、生 産 能 力 ・資 本 の 過 剰 を 潜 在 的 に い っそ う累 積 す る こ とに な り、1920年
代 末 に は 深 刻 な過 剰 生 産 恐慌 の 土 壌 を 造 り出 し、大恐 慌 と して顕 在 化 せ しめ 、 過 剰 資 本 の整 理 が
激 し く進行 した 。 と こ ろで 、 企 業構 造 に おい て は 、 こ の過 程 で 、 上述 の ビヘ イ ヴ ィアを 追 求 しえ
経28
ず 過剰 資 本 化 した 中小 規 模 企 業の 倒産 ・集 中が 急速 に進 行 し、特 に大 恐慌 を 経 て これ は 決定 的 と
な った 。Hudson、Nash、Packard、Studebaker、Willys-Overlandら 中 規摸 企 業 の地 位 も
決 定 的 に後 退 した ので あ る 。 これ に対 し、 大 規 模 な金 融 力 に 裏 づ け られ て 、GMに 代表 され るよ
うな ビヘ イ ヴ ィアを 多か れ少 なか れ 追 求 した大 企 業3社 、GM、Ford、Chryslerは 、1930
年 代 初 め に は、 市 場 の90%を 支 配す るよ うに な り、BigThree独 占体 制 が成 立 した 。3社 の
製 品価 格 は い ち じる し く接近 した動 きを 示 す よ うに な った 。 も っ と も、3社 の うち で は 、 これ ま
で 圧 倒 的優 位 に あ っ たFQrdが 、 政 策 転 換 が 遅 くか つ 不 十 分0た め に1920年 代 後 半 に後 退 し、
大 恐 慌 で も最 も大 きな 打撃 を 受 け て、 か わ って 、GMが 圧 倒 的優 位 を 占め る こ とに な っ た 。以 上
の よ うにBigThree独 占支 配体 制 の 形 成 過 程 に つい て は お さえ た 。 と ころで 、第2節 の最:後に、
ニ ュー デ ィール 政 策 の 自勤 車 工 業 に 対 す る作 用 を考 察 した が、 そ れ は 要す る に、NIRAに よ っ
て 、BigThree独 占体 制 を 公 的 に許容 す る と同 時 に 、NIR,AとWagner法 に よ っ て、 後 述 す
るよ うな労 資 関 係 の 調整 とい う点 で影 響 を 与 え た が 、財 政資 金 散布 政 策 に つい て は、 臼動 車 工 業
の景 気 回 復 に大 きな 役 割 を果 した と はい え ない 、 とお さえ た 。
最 後 に 、第3節 で は、BigThree独 占体 制 の 形成 ・成 立過 程 を 、 主 と して 企業 ビヘ イ ヴ ィア
と企業 構 造 の変 化 に即 してみ て 来 た前 節 の 考察 を ふ まえ て 、BigThreeの 資 本 蓄 積 の 金 融 構 造
と労 資 関係 の特 質 の 変 化 を 解 明 した 。
即 ち 、Fordは 早 期 に卓 越 した地 位 を 確 保 し、 高利 潤 を獲 得 しえ た た め 、一 貫 して 自 己金 融 方
式 に よ って その 発 展 を お こ な って 来 た 。 これ に 対 し 、1920年 代 初 め まで のGM、1928年
頃 ま でのChryslerは 、 外 部 資本 の 集 中 に よ って そ の発 展 を推 進 して 来 た 。 そ の た め 、 これ ら両
社 は金 融 機 関 との 融合 を 深 め てい る。 しか し、GMも1920年 代 後 半 に な る と 自 己金 融 方 式 に
移行 し、OhryslcrもDodge合 併 後 の1920年 代 末 に は 、 同様 の方 式 へ 移 行 した 。 こ うして 、
全 体 と して 自動 車 企 業 の 資 本 蓄 積 は 、1920年 代 後 半 か ら はい ち じる し く自 己金 融 的 性格 を 強
め てい る と お さ え られ る 。た だ、1920年 代 の 自 己金 融方 式 が 、 巨額 の利 潤獲 得 の 故 で あ る と
い う側 面が 強 い の に対 し、1930年 代 の それ は、 投 資 停 滞 に よ って 促さ れて い る とい う側 面 が
強 い と考 え た 。
次 に 、労 資 関 係 に つい て は、1920年 代 まで は 、資 本 は高 賃 金 と低 熟 練 に よ る労 働 供 給 の 潤
沢 さを 基 礎 と して 、 レイオ フ、 労 働 強 化 を お こ ない 、賃 労 働 に 対 す る 専制 支 配 を貫 いて い た 。 し
か し、 大 恐 慌 に よ る ス トライ キや 失 業 者 の 「飢 餓 行 進」 の発生 と、 ニ ュー デ ィール 政 策 に よ る労
働組 合 組 織 の是 認 とに よ って、 自動 車 産 業 労 働 組合 と してUAWが 結 成 さ れ る と と もに、 資 本 の
専 制 支 配 に一 定 の制 限 を課 す る労 働 協 約が 結 ば れ て い った。 こ う して 、BigThree独 占体 制 下
で の労 資 関 係 は 、一 方 に お け る労 働 者 の 組 織 化 と運 動 の激 化、他 方にお ける独 占資 本 に よ る一 定 の
譲 歩 に よ る ひき つ け 、 この 両者 の 対抗 関係 と して 、 展 開 す る こと に な った 。
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以 上 が 、第1章 で と り扱 った第2次 大 戦 前の ア メ リカ 自動 重工 業 の国 内 市 場 に お け る発 展 の構
造 と傾 向 の 要 旨で あ る。
第2章 は 、 第2次 大 戦 以 後 の ア メ リカ 国 内 に お け る 自動 車 工 業 の発 展 の 構 造 と傾 向 を 解 明 した。
第2次 大 戦 以 後 の 発 展 は、 基 本 的 に 、第2次 大 戦 中 、1945年 か ら1957・8年 まで 、1957・
8年 か ら1960年 代 まで 、 と3期 に分 け る ことが で き る。
ま ず、 第1節 で は 、第2次 大 戦 中 の 特徴 を お さえ た。 第2次 大 戦 中 は特 殊 な 時期 で あ る。民 間
自 動車 生 産 が 全 面的 に停 止 し、 自 動車 企 業 は あげ て 軍 事 生 産 に 従 事 した 。 した が って 、販売 、・投
資 面を 中心 に全 面的 に国 家 財 政 に依 存 す る企 業 体 制 とな っ た。 そ し て、 こ の過 程 は 自動 車 生 産 の
過 剰設 備 を解 消 し、新 た な資 金 と設 備 を 獲 得 す る ことに よ って 、 各 企 業 に と って 、 戦 後再 出 発の
準 備 と な った 。 と ころで 、 こ の軍 事 生 産 に おい て も、GMは 戦 前 の 自動車 生 産 ・販 売 シ ェア ー と
同様 の 優 位 を 占 め た が、Ford、Chryslerの シ ェ ア ーは 戦 前 に 比 して や や小 さ く、 そ の分 だ け、
Hudson、Nash、Studebaker、Packardな ど い わ ゆ るIndependentsが 有 利 な 地 位 を 占め、
こ の こ と が 、 戦 後 民 間 生 産 再 出 発 に おい て 一 定 の 影 響 を 持 った 。 こ う して 、 この時 期 の 自動
重 企 業 は、 軍 事 生産 の 中 心 的 担 い 手 と して、アメ リカ戦 時 経 済 に大 きな役 割 を演 じたの で あ る 。
次 に、 第2節 で は、 後 の2期 を と り扱 った 。 まず 、 互945年 か ら1957・8年 ま で は以 下
の よ うに特 徴 把 握 を お こ な った 。 市場 面 で は 、1940年 代 後半 に は 、第2次 大 戦 に よ って繰 り
延 べ られた 需 要 が一 挙 に 出現 し た が、1950年 代 、特 に 、朝 鮮 戦争 後 に は そ れ は基 本 的 に 消 滅
し、買 替 需 要 とサ イ ドカ ー需 要 に よ って 構成 され るよ うに な り、 拡 大 テ ンポ が 鈍 化 す る傾 向 に入
った と お さ え る こ とが で き る。 こ う した 条件 に対 応 して 、1940年 代 には 各 企 業 と も大規 模 な
設 備拡 張 投資 を お こな い 、生 産 量 増 加 に専 念 した が 、1950年 代 に 入 って か らは、 相 互 の シ ェ
ァ ー侵 食 と い う厳 しい 市場 再 分 割競 争 を 迎 え 、 フル ・ライ ン政 策 、 大 規 模 な デ ィー ラー組織 、 巨
大 な 販 売 金 融 ・保 険 組織 の独 占 と それ に基 づ く管 理価 格 の 基 礎 上で、 マ ーケ ッテ ィ ング活 動 を 重視
し、 アニ ュア ル ・モ デ ル ・チ ェ ン ジに よ る車 の 大 型 、 高 馬 力 、 豪 華 化 を 挺 子 と した 自社 製 品 に 対
す る買 替需 要 、 サ イ ドカー需 要 の喚 起 を 推進 した 。 こ う した ビヘ イ ヴ ィ アを な しう るの はBig
Threeの み で あ り、Independentsの シ ェア ーを侵 食 す る こ とに 成 功 した 。 しか し、 こ う した
BigThreeの ビヘ イ ヴ ィア は 、製 品価 格 を 年 々上昇 せ しめ る と と もに 、 新規 需 要 の 実現 に 阻害
的 作用 を な し、 自動 車 工 業全 体 に と って はか え って 、 市場 拡 大 の鈍 化 に拍 車 を 加え る結 果 とな っ
た と考 え られ る 。 と ころで 、 企 業 構 造 は この 過 程 で どの よ うに な った か 。1940年 代 に は売 手
市 場 の故 に 中小 企 業 の 蘇 生 、 新 規 参 入 が生 じた 。第2次 大戦 中 軍 事 生 産 で や や 有 利 な 地位 を 占 め、
か つ 、平 時生 産 への 転 換 が容 易 な 立場 に あ ったIndependentsの 販 売 シェア ー が戦 前 を やや 上 回
る と と もに 、Klaiser-FrazerとCrosleyと が 新規 参 入 した 。 した が って 、BigThree独 占
体 制 はや や緩 和 す る こと にな った 。BigThreeの うちで は、FordがGMに み な ら った 「企 業
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改 革」 に 成 功 して 、 い ち 早 く復 興 を と げ 、Ohryslerを 抜 い て 第2位 に返 り咲 い た 。しか し、1950
年 代 に 入 り買 手 市場 へ 転 化 す る と と もに 、 これ に対 応 し うる 力 の な いIndependentsの 衰 退 と合
同 が ドラステ ィ ック に進 行 した 。乗 用 車 企業 のIndependentsと して は 、Nash-Kelvinator
とHudsonが 合 同 したAmerlcanMotors、StudebakerとPackardが 合 同 し たStudeba-
ker-Packardが 残 ったが 、生 産 ・販 売 シ ェア ー は い ち じる し く縮 小 した 。 この 間 、市 場 全体 の
拡 大 鈍 化 の 中で 、BigThreeは 前 述 の 諸 政 策 に よ っ て 、Independentsの シ ェ ァー侵 食 、相 互
の シ ェア ー侵 食 と い う、 激 しい 市場 再 分 割 競 争 を 展 開 し、1950年 代 中 葉 に は3社 で ほ ぼ完 全 な
独 占体 制 を 築 きあ げ た 。総 じて 、 この 時 期 はBigThreeに と って は 、ア メ リカ国 内 市場 に お け
る独 占体 制の 戦 後 再 編 成 の 時 期 で あ った が 、 同 時 に、 自動 車 工 業 全体 と して は、 生 産 ・販 売 台 数
が 増 加か ら停 滞 傾 向 へ と転 換 して い く時 期 で あ っ た とお さえ る こ とが で き る。 そ して 、 自動 車 工
業 の この よ うな 発 展 傾 向 は 、 ア メ リカ国 民 経済 が1940年 代 後 半 の 耐久 消 費財 産 業を 起 動力 と
した繁 栄 か ら、1950年 代 の軍拡 経 済 を基 調 と した 国 家 独 占資 本主 義 の 強化 へ と転 換 を と げて
い った こと の一 因 で あ る、 と理 解 した 。
最 後 に、1957・8年 か ら1960年 代 は 次 の よ うに特 徴 把 握 を お こな った 。国 内市場 に お
いて は、 買 替 需 要 と サ イ ドカ ー需 要 を 中心 に構 成 され る 需要 構造 が 定 着 してい る。BigThree
は 、195Q年 代 末 の 輸 入 車 、hdependentsの コ ンパ ク ト ・カー 攻勢 に対 応 して、 従 来 の 大 型、
高 馬力 、 豪 華 化 政 策 を 一 定 程 度 手 直 ししつつ も、車 種 系 列 の拡 大 ・多様 化 、 ア ニ ュ アル ・モ デル ・
チ ェ ンジを 推 進 し、 製 品価 格 を 上昇 せ しめ 続 けた 。BigThreeは これ に よ って 、 生産 ・販 売 台
数 の増 加 に よ る利 潤 増 大 で は な く、 否 、 む し ろ、新 規 需要 の実 現 を 阻 害 し、 市場 拡大 の鈍 化 に 拍
車 を 加 え つ つ 、 全 体 と して の販 売 額 の増 加 に よ る利 潤増 大 を追 求 したの で あ る。 こ うして 、販 売
台 数 の 停 滞 傾 向 と販 売 額 の 増 加傾 向 との 並存 とい う事 態 が もた らされ てい る。 これ をBigThree
独 占体 制 の 下 で の 自動車 工 業 の 腐朽 化 の進 展 、 と規 定 した 。 この 過 程 で 、 企 業構 造 に お い て は、
AmericanMotorsが コ ンパ ク ト ・カ ー に よ って シ ェア ーを 拡 大 した が 、一 時 的 に す ぎず、Str
debaker-Packardは1963年 末 に は 国 内乗 用 車 生 産 停 止 に おい こまれ 、BigThree独 占 体
制 は揺 が なか った 。BigThreeの 企 業金 融方 式 に お け る 自己金 融的 性 格 は 定 着 し、 資本 の過 剰
は い っ そ う大 き くな っ た。 総 じて 、1950年 代 末 以 降 の ア メ リカ 国 内市場 にお け る 自動 車 工業
の 発 展 は 、BigThreeの 管 理 価格 と 「非 価 格 競争 」 に よ る 独 占 支配 下 で 腐 朽 化 を とげつ つ あ り、
したが って また 、 この こ とを 背 景 に 、BigThreeの 海外 進 出 が い ち じ る し く活 発 化 す る こと に
な る と捉 え た 。後 の 点 の 詳 細 は 第3章 で解 明 してい る。 そ して 、 こ の よ うに 、 腐 朽 化 と海 外進 出
・対 外 的 寄 生 化 が 多 くの産 業 の 動 向 に 重大 な影 響 を与 え る 自動 車 工 業 に お い て お こ っ て い る こ
とが 、 ア メ リカ 資 本 主 義 を して 国 内 経済 の腐 朽 化 軍 事 経 済 化 、 停 滞 とイ ン フ レー シ ョンの デ
ィ レ ンマ ー と、 他 方 で の 多 くの 企 業 の 対 外 的 寄 生 化 と い う 状 態 に 至 ら しめ る のを 促 して い
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る と理 解 した 。
最:後に 、 第3節 で は、以 上 の よ うに1950年 代 に再 編 、 強 化 したBigThree独 占体 制 の構
造 的 特徴 を 、 そ の独 占構 造 と競 争 形 態 、資 本 蓄 積 の 金 融 構 造 、労 資 関 係 の3つ の 側 面 で よ り具 体
的 な 解 明 を お こな っ た 。
まず 、 独 占構 造 に つ い て は 、BigThreeに よ る 市 場 の 独 占的 支 配 の 基 礎 は 、多 車 種 系 列 に わ
た る大 量 生産 体 制 、 技術 開 発力 、 デ ィ ー ラ ー組 織 、販 売 金 融 ・保 険 組 織 の独 占 にあ る こ とを 、 実
態分 析 に よ って 、把 握 した 。ま た 、 競争 は、 管 理 価 格 を 基 礎 に、 賦 払 信 用 の 拡 大 、 アニ ュ アル ・
モ デル ・チ ェ ンジに よ る大 型 、 高 馬力 、 豪華 化 とい う形 態 で お こな わ れて い る こと、 そ して 、 管
理価 格 は次 の よ うな 実 態 を持 って い る と捉 え た 。即 ち 、標 準 操 業 度 を基 準 と した 直接 費 と間 接費
に15～20%の 税 引後 自己資 本 利 益率 を 上乗 せ して、 価 格 決 定 が な され 、GMを プ ラ イス ・リ
ー一ダ ー と して
、Ford、Ghryslerが これ に 追随 す る 関係 が 成 立 して い る。 そ の結 果 、B孟gThree
3社 の製 品価 格 は歩 調 を合 わせ て上 昇 して い るの で あ る 。
次 に 、 資 本 蓄積 の金 融 構造 につ い て は 、 第2次 大 戦 後 も、GMを 頂点 にBigThreeは 全体 と
して 、基 本 的 には 自 己 金 融方 式 で資 本 蓄積 を進 め てい る こ と、 しか し、1950年 代 中 葉 まで の
再編成 の過 程 で は 、 大 規模 な設 備 投資 の 必要 か ら、 巨大 金 融 機 関 に依 存 した 外 部資 金 の集 中 が 補
完的 役割 を 演 じた こ と、特 に 、Chryslerは この ことが 強 か った 。 こ う し た こ とは 、 金 融機 関 と
結合 関 係 の 中 で生 じ、BigThreeはMorgan、Rockfeller、FirstNationalCltyBank、
Mellonな どの金 融集 団 と結 び つ い て い る こ と、 を明 らか に した。 そ して 、1950年 代末 か ら
は次 第 に、過 剰 資 本 傾 向 が 顕著 に な って来 た 、 と お さえ た 。
最 後 に 、 労資 関係 の特 質 は次 の よ うに 把 握 した 。1930年 代 に 端 緒 につ い たUAWと して の
労 働 運 動 は 、 戦 後 、 次 第 に 、 実質 的 な 意 味 で 企 業別 組合 主 義 的 方 向、 即 ち 、 上 層 の 独 占企 業労 働
者 は 企 業 の超 過 利 潤 に依 存 して 、 そ の状 態の 改 善 を図 り 、 それ 以 外 の 中 小 企 業 労 働者 な どは低 位
の雇 用 条件 に 甘 んず る とい う方 向 、へ 展開 して い った。 この こ とは 、BigThree独 占体 制 の戦
後再 編 ・強 化 の過 程 で 、BigThree対UAWと い う形態 で の 資本 ・賃 労 働 関係 が 、独 占資 本 が
そ の独 占利 潤 を基 礎 と して の一 定 の譲 歩 に よ って 、資 本 の 賃 労 働把 握 を 安 定 化 せ しめ る とい う性
格を 強 め 、定 着 せ しめ て来 た こと を意 味 す る と お さえ た 。 しか し ま た 、か か る資本 ・賃 労 働 関係
は そ の矛 盾 を 中小 企業 、 下 層 労 働 者 の闘 争 激 化 と してあ らわ さ ざ るを得 な い と捉 え た 。 ま た 、近
年 の独 占 企業 の 独 占利 潤基 盤 の 動揺 を 通 じて 、独 占企 業 労 働 者 の 闘 い も激 化 の 兆 しを み せ て い る
こ とに も触 れ た 。
以 上 が 第2章 の 要 旨で あ る 。 こ の よ うに して 、第1章 、 第2章 で 、 ア メ リカ国 内市 場 に お け る
自 動車 工 業 の 発展 を、5つ の歴 史 的 段 階 に区分 して、 そ の 特 徴 を お さえ た が 、第3章 で は、 前章
まで で触 れ な か っ た重 要 な側 面 で あ る海 外 進 出 に つ い て 、解 明 を 加 え 、 アメ リカ 自動車 工 業 の 歴
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史 的発 展 の よ り全 面的 な特 徴 に迫 る こ と を意 図 した 。
まず 、第2次 大 戦 前 に つ いて は次 の よ うに 解 明 した 。 自動 車 企 業 の 海 外 進 出は 、Fordを は じ
め比 較 的 に早 期 で あ ったが 、 しか し、1920年 代 前 半 まで は 、 カナ ダ へ の 進 出を 除 き、 み るべ
き点 は 少 な い 。 しか し、1920年 代 後 半 以 降 は 、 海 外市 場 に お け る 生産 子 会社 の設 置 と い う形
態 で展 開 を とげ て い った 。即 ち、Fordは イ ギ リスFordの 大拡 張 、 ドイ ッFordの 組 立 か ら製 造
会 社 への 転 換 、GMは イギ リス のVauxhallの 買収 と拡 張 、 ドイ ッのAdamOpelの 買 収 によって、
両 社 は イギ リス、 ドイ ッ市 場 で 、現 地 企 業 と十 分競 争 し う る拠 点 を築 い た 。 さ らに、Fordは フ
ラ ンスで もMatfordに よ って 生産 拠点 を 保 有 した。と ころ で、 この よ うな本 格 的 海 外 進 出 を生 ぜ
しめ た契 機 につ い て は、次 の よ うに 捉 え た 。 それ は 、 第1章 で解 明 した よ うな、1920年 代 後
半以 降 の 国 内市 場 の 拡 大鈍 化 、 過 剰 資 本 の 出 現 と、西 ヨ ー ロ ッパ 諸国 な ど に おけ る関 税 障壁 、 国
内産 業 保 護 政 策 の 出現 、 民 族 系 企 業 の 拾頭 に よる競 争 の激 化 な どで あ る、 と 。
次 に 、第2次 大 戦 以 後 に つ い ては、 以 下 の よ うに解 明 した 。 海外 進 出は 第2次 大 戦 中 は 全 面的
に後 退 し、終 戦 と と もに再 開 され た が 、1957・8年 頃 ま で に は、 第2次 大 戦 に よ って 衰退 し
た既 設 海 外 子 会社 の 戦 前 水 準 へ の 復帰 と発 展 に重 点 が お かれ た 。具 体 的 には 次 の ご と くで あ る 。
イ ギ リスFord、Vauxhall、 ドイッFord、AdamOpelは 、 自社 利 潤 と現 地 借入 を 中心 と して
復興 ・拡 張 投 資 を お こな い 、戦 前 水 準 を越 え た 。Fordは 海 外子 会 社 の100%所 有 支 配へ の 復
帰 に も次 第 にカ を 注 ぐよ うに な り、 ドイ ッFordは ほ ぼ これを 達 成 した が 、 逆 に 、 フ ラ ンス に お
い て は 、 フ ラ ンスFordの 再 建 に 失敗 し、SiIncaへ の 売却 を よ ぎな くされ た 。 そ の他 、 オ ー ス
トラ リア に おい ては 、 国 産 化 政策 に 対応 して 、GM、Ford、Chryslerの3社 とも 生 産 子 会 社 を
設 置 し、 これ ら企 業 の 市場 支 配 は い ち じる し く強化 さ れ た 。 しか し、 戦 後1957・8年 頃 まで
の 海 外 進 出の 総体 的 特徴 と して は 、 再建 投資 に よ って 既 設 生 産 子 会 社 は 、 フ ラ ンスFordを 除 き、
戦 前 水 準 を 完 全 に越 え る こ とに成 功 した が、 そ れ に もか か わ らず 、 この時 期 のBigThreeの 戦
略 の 重 点 が 、 第2章 で解 明 した よ うに 、 ア メ リカ国 内市 場 の 独 占支 配 に お か れ た た め、 海 外 活 動
の比 重 は い ま だ小 さか った 、 と把 握 した 。
1957・8年 以 後 は海外 進i出が急 速 に積 極 化 し、質 的 に重 要 な 局 面 に達 した 。 そ して 、 その
要因 は次 の よ うな もの と捉 え た 。 即 ち、1つ は、1950年 代 に 入 って か らの ア メ リカ 国 内市 場
の拡 大 鈍 化 と製 品 輸 出 の 停 滞 に よ る過 剰 資 本の 出現 と競 争 の 激 化 で あ る。 この 点 は第2章 で解 明
した 。2つ は 、 戦 後 ア メ リカ の世 界 政策 の展 開 が アメ リカ資 本 の 海 外 進 出に有 利 な条 件 を生 み 出
した こと と 同時 に 、 海 外 諸 国 自動車 市 場 に お け る現 地 企業 の 成 長 に よ る国 際 的 競争 の 激 化を 促 し
た ことで あ る。3つ は 、国 際的 、 国 内的 競 争 の 激 化 が 、輸 送 費 、賃 金 の 切 下 げ を 切実 な要 素 た ら
しめた こ とや 、 海 外 市場 に マ ッチ した小 型 車 生 産 、 マ ーケ ッテ ィ ングな どの 重 要性 が 増大 した こ
とで あ る 。 こ う した要 因 に よ って 、1960年 代 にか け て 事 態 は次 の よ うに 進行 した 。まず、GM
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は 子会 社 利 潤 を源 泉 とす る海外 投 資 拡 大 を中 心 に 、 コン スタ ン トな 発 展 を と げ、 カナ ダ 、 西 ドイ
ツ 、 イギ リス、 オ ース トラ リア を は じめ 、中 南 米 諸国 、 南 阿 な どで 現 地 生産 会 社 を 築 き、 各国 市
場 に 対 す る 支 配を 強固 な もの に した 。Fordは 海 外 子 会 社 の 利 潤 を 源 泉 とす る拡 張 投 資 に 加 え て、
海 外 子 会 社 の100%所 有 達 成 や 新設 を 目的 と して新 規 投 資 を 増 加 させ た こ とに よ って 、 海外 投
資 の 拡 大 は急 速 で あ り 、BigThree中 最大 規 模 の 海 外投 資 を お こな って い る 。 カ ナ ダ 、 イギ リ
ス 、 西 ドイ ッ 、 オ ー ス トラ リア、 中 南米 諸 国 、 南 阿 な どに 現地 生 産 子 会社 を 築 き あ げ て い る 。
Chryslerは 他2社 に 比 較 して の 遅 れを 一 気 に と り も どす た め に 、1950年 代 末 か ら買 収 と い
う ドラス テ ィ ックな 手 段 な どを 通 じて 急 速 に 海 外 活 動 を 強 め 、 カナ ダ、 イ ギ リス(Rootes弐 フ
ラ ンス(Simca)、 ス ペ イ ン(Barreiros)、 オ ー ス トラ リア 、 中 南米 諸国 、 な ど に現 地 生 産 子
会 社 を築 きあ げ た 。 こ う して、BigThreeは 西 ヨー ロ ッパ を中 心 に10近 くの 国 々に生 産 子 会 社
を配 置 し、 会 社 総 資 産 に 占め る海 外 子 会 社 の 比率 も25%前 後 に達 し、 「世 界 企業 」 とい う様 相
を持 つ に至 った 。1957・8年 頃以 後 のBlgThreeの 海外 進 出 は 以上 の よ うに お さ え たが 、
こ れの 影 響 と して 西 ヨー ロ ッパ にお け る 自動 車 工 業 の再 編成 が 進行 した点 を 簡 単 に触 れ た 。即 ち、
イギ リス 、西 ドイ ッは 民 族 系 企 業 が 一 系 列 に、 フ ラ ンス は イ タ リア との 提携 を 含 め 二 系 列 に整 理
さ れ た 。 その 結 果 、西 ヨ ー ロ ッパ 市場 で は、 アメ リカ 系子 会 社 と現 地 企 業の 間 で 激 しい シ ェアー
拡 大 、 再 分 割 競争 が お こな わ れ る と と もに 、 海 外進 出 の焦 点 は ア ジ ア、 ア フ リカ、 ラテ ン ・ア メ
リカな ど後 進 地域 へ と移 りつ つ あ る。
以 上 が 第3章 の 要 旨で あ る。
最 後 に、結 び にお い て は 、以 上 の 考 察 を基 礎 と して 、 自動 車 工 業 の 歴 史 的 発 展 の 特 徴 を 簡 単に
整 理 した。 そ して 、次 の よ うに結 ん だ 。 自動 車工 業 が 急 速 な 拡 張 を と げ たの は1910-1920
年 代 中 葉 と1940年 代 後 半 で あ る。 も っ と も、1940年 代 後 半 に して も、 第2次 大 戦 に よ る
繰 り延 べ 需 要 に よ る と ころ 大 で あ る。1940年 代 を 除 い て1920年 代 後 半以 降 は 総:じて、 生
産 ・販 売 量 の拡 大 テ ンポ は鈍 化 傾 向 を た ど って い る。 この時 期 は、 中小 規模 企 業 が倒 産 ・衰 退 し、
独 占体 間 で激 しいシェアー拡 大 競 争 が 展 開 す る。この 績争 は、買替 需 要 を 中心 とす る市 場 構造 を 背 景
に、生 産 設 備 、販 蹴 金 融 の 独 占 を基 礎 と して、管 理価 格 と 「非価 格 競 争 」を 基 調 と して 展開 す る 。
この ことは、製 品 価 格 の 上昇 を もた らす ことに よって、新規 需 要 の実 現 を 阻害 し、かえって、自動 車工 業
全体 と して は拡 大 の鈍 化 が強 め られたが、 しか し、それに もか かわ らず、BigThreeの 販 売 総 額 は
増 加 傾 向を た どっ た 。 また 、 こ う した国 内に お け る腐 朽 化 の 進展 と表 裏 の 関係 で 、海 外 諸 国へ の
直接 投 資が 積 極 化 し、対 外 的 寄 生 性 を 強 めて い るの で あ る 。 そ して、 ま さに 、 こ う した 自 動重 工
業の 歴 史 的 発 展 が 、 現 代 ア メ リカ資 本 主 義 を 腐 朽 化 と対 外 的 寄生 化 へ 導 く要 因 と な っ て い る ので
あ る 。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
1本 論文 は現 代 ア メ リカ 資本 主 義 の発 展 の 規 定 的 要 因 と な って い る ア メ リカ 自動 車 工 業 の 発展
傾 向を 、 その 構 造 的 特 質 の把 握 を ふ まえ て、 歴 史 的 に解 明 す る こ とを 課題 と した もの で あ る 。 そ
の 内容 は 、第1章 第2次 大 戦 前 に お け る発 展 とBigThree独 占体 制 の成 立 、 第2章 第2次
大 戦 以 後 に お け る発 展 とBigThree独 占体 制 の再 編 成 、第3章BigThreeの 海 外 進 出か らな る。
第1章 で は 第2次 大 戦 前 の ア メ リカ 自動車 工 業 の 発 展 を 、20世 紀 初頭 か ら1920年 代 中
葉 まで の時 期 と、1920年 代 中 葉 か ら30年 代 まで の 時期 と に2分 す る 。第1期 の うち、1908
年 まで の生 成 期 に 、金 持 の 娯楽 用 車 と して 登場 した 自動 車 は、 馬 車 、 自転 重 、 銃 器 、 時 計 な どの
既 成 工 業 に 立 脚 す る組 立産 業 と して 出 発 した 。従 って 、大 量 の 固定 資 本 を 要 しな か った た め 、 多
数 の 企 業 が参 入 した が 、FordT型 車 の 登 場 とGM創 立 の1908年 を も って 本 格 的 発 展期 に 入
る。
この期 の特 徴 は そ れ ま で の鉄 道 が 主 要都 市 間 、 主 要 生 産 地 と主 要 都 市 間 の 交 通 輸 送 手段 で あ り、
馬 重 が 個別 的 輸 送 手 段 で あ った の に対 し、 安 全 で操 作 の 容 易 な 低価 格 自動 車 が 、 この 馬車 を駆 逐
し て、 市場 を拡 大 した こ と、製 品 の規 格 化 、 標 準 化 を 基 礎 と した 作業 の 標 準 化 、 専 門 化 と コ ンベ
ア ・シス テ ムの 導 入 と に よる生 産 の 連 続 ・自動 化 、 同時 化 な どの い わ ゆ る フ ォ ー ド ・シス テ ム=
大 量生 産 方 式 が広 大 な 国 内市 場 を 背 景 と して発 展 した こ とで あ る。
この大 量 生産 方式 が 自動車 価 格 の 大 巾引 下 げ に よ り、 これ まで ブル ジ ョア の奢 修 品 で あ っ た 自
動車 を 、大 衆 の 必 需 品 に 転 化 し、 自動 車 工 業 を 資 本 蓄 積 主 導 部 門 と した の で あ る 。
この過 程 で 、 大 量 生 産 技 術体 系 を 持 つ 大 企 業 の み が 、 コ ス ト切 下 げ 、価 格 引下 げ を 行 な って 競
争 に勝 利 し、十 指 に満 たな い 企 業 に 整 理 され る集 積 、 集 中 が進 行 す る 。
そ して こ の時 期 の 自動 車 企業 の2つ の 型 にFordとGMと が あ り、Fordは 生 産 方 法 の 改 善 →
大 規 模 化 → 生 産 コス ト低 下 → 価 格 低 下 → 販 売 増 → 高 利 潤 → 投資 増大 に よる臼 己金 融 方 式 を
と っ た の に対 し、GMはDuPont、Morganの 金 融 的 支持 に よ る企業 の吸 収 合 併 方 式 に よって 企
業 を 拡 大 したが 、 そ の際 の 過 大 資 本 化 と不 況 に よ る財 務 的危 機 を 契 機 に して、DuPontが 支 配権
を握 る こと を指 摘 す る。
第1次 大 戦 、 戦 後 の イ ンフ レ、 さ ら に1921年 の 反 動 恐慌 と い う試練 に さ ら され た各 社 の 対
応 は、GMが 多 角 化 を 始 め 、 販 売 金 融 会 社 を 設 立 し、 新 証券 発 行 に よ る外 部 資 金 の 調 達 、 株 式 交
換 に よ る既 存 企 業 の 吸 収 に よ り 巨大 トラス トに成 長 した こと 、 こ れ に対 しFordは 原 料 、 製鉄 所
か らガ ラス工 場 に至 る ま での 大 量 生 産 の 垂 直 的統 合 を な しとげ た こと が示 され 、 こ の両 巨頭 の 支
配 が参 入 を 極 度 に困 難 に した こ と、 お よび 自動 車 工業 が 石 油、 ゴム、 鉄 鋼 、 ガ ラス、 機 械 工 業 を
主 導 し、 技 術 革 新 を 促 進 し、 住 宅 、 ハイ ウ エイ の建 設 を もた ら し、鉄 道 に代 って 、 ア メ リカ経 済
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の 主 要 な 発 展 要 因 に な った こ とが 、 豊 富 な 資料 に よ り実証 され る 。
次 に第2期 に 入 り、20年 代 後 半以 降 の 買 替 市場 へ の転 化 と、低 価 格 大 衆 車 の大 量 生 産(Ford)
か ら、GMが 代表 す る管 理 価 格 、 マ ー ケ ッテ ィ ング の 導入 を含 む 経 営 組 織 の 改革 、 重種 系 列 の 拡
大 、販 売 組 織 の拡 充 、 特 に割 賦 販売 、 モ デ ル ・チ ェ ン ジ方 式 な ど に よ る市場 の再 分 割 競 争 の激 化
に伴 って、 中 小 資 本 の 破 産 と企 業集 中が 急 速 に進 行 して、GM、Ford、Chrysler3社 の市 場 支
配が 確 立す る 。 特 にGMは 事 業 部 制 に よ る分 権 管 理 、 計 数 管 理 、 財 務 管理 と管理 価 格 制 、販 売 金
融 の 独 占に よ って 、Fordを 押 え 、独 走 体 制 を 確 立 す る 。
生産 コス ト切 下 げ → 価 格 引 下 げ と い う競争 形 態 は 、独 占的 競 争 形態 へ と転 換 す る 。 つ い で、
大 恐慌 とニ ュー デ ィ ール 政 策 の 自動 車 工 業 に及 ぼ した 影響 を考 察 し、 そ れが 企業 集中 、 企業 の 多
角化(特 にGMの 場 合)を 促 進 し た こ と、NIRAはB重g3の 独 占体 制を 公 認 す る と 共 に、 労
資 関係 を 近 代 化(Wagner法)し た と論 じて い る 。
最 後 の節 で は 、Fordが 丁型 車 以 来 す べて 利 潤 の 内部 留 保 → 再 投 資 ・過 半数 株 支 配 か ら全 株
式 の 独 占 とい う方 式 を と った の に 対 し、GMは20年 代 前 半 まで は証 券 発 行 に よ る 企業 集 中 と拡
張 投資 方 式 を と り、 そ の 過 程 でMorgan-DuPontの 支 配が 強 化 さ れ る こ と、 そ して20年 代 中
葉 以 後 は、 利 潤 の 再 投 資 が 増大 し、 拡 大 は 自己金 融 、 企 業 集 中 は株 式交 換 とい う方 式 に移 る こ と
を丹 念 に追 跡 す る。
と ころで、 自動 車工 業 の 労資 関係 については、フォー ド・システム に よ る高 い 労 働 生 産性 に よ る 巨額
の 利 潤 を 基礎 と して 、 自動車 工 業 の 労 働者 は 高賃 金 を 享受 した と さ れ て い る の に対 し、 東 南 欧 か
らの移 民 と 南 部 か らの 黒人 か らな る豊 富 な 賃労 働 の 存在 を 利 用 しつ つ 、季 節 変 動 に よ る レイオ フ
制 度 、 コ ンベ ア ・シ ス テム に よ る熟 練労 働 の 追放 、注 意 力 と器 用 さ を要 求 す る単 調 で 退 屈 な 反 覆
作 業 と その ス ピー ドア ップ が行 わ れ 、労 働 分配 率 も相 対 的 に低 い こと を 指摘 す る。
そ して 大 恐 慌 とニ ュ ーデ ィー ル 期 に 労働 運 動 が激 化 し、NIRA→Wagner法 と い う条 件 を
えて 、UAWがCIOの 指 導 の も とに結 成 され、 ゼ ネ ス トで組 合 の公 認 を か ち と り、 最 低賃 率 の
引上 げ 、 レイ オ フで の 収入 保障 、先 任権 、 苦情 処 理 制 度 な ど を獲 得 した こ とを 明 らか に し、 独 占
企 業 は、 超 過 利潤 の1部 を 分 配 す る こ と によ って 労 働 者 を ひ きつ け る と い う独 占特 有 の労 働 政 策
を ニ ュ ーデ ィ ール 期 に 展 開 し た と結 論 す る。
第2章 で は 、第2次 大戦 か ら60年 代 ま での ア メ リカ 国 内に おけ る 自動車 工 業 発 展 の 構造 を、
軍 事 的 国 家 独 占資 本 主 義 の下 で 、Big3の 独 占体 制 がどう展 開 したか とい う視 点 か ら明 らか に す る。
まず 、 ニ ューデ ィール の 誘 い 水 政 策 の 失 敗 か ら 、 ア メ リ カ経 済 は 恒久 的 ス ペ ンデ ィ ング 政
策の 方 向 に 向 い 、つ い に戦 争 経 済 へ と突 入 す る 。 この 時期 に 全工 業 設 備投 資 の%を 占あ る政 府投
資 に よ って設 立 され た工場 が 民 間 貸 与 とい う方 式 で 独 占に 私物 化 され 、軍 需 発注 も巨大 独 占 に集
中 す ると い う条 件 の 中 で 、 自動 車 工 業 は 全 面 的 に 軍 事生 産 に編 入 され て 、 航 空 機 、戦 車 な どの 生
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産 を担 当 し、乗 用車 生 産 を 停 止 す る 。
戦 後 の50年 まで の ア メ リカ経 済 は、 戦 時 中 に蓄 積 され た膨 大 な 戦 時 利 潤、 戦 後 に展 開 され た
対 外 援助 政 策、 お よび戦 後 に繰 延 べ られた 民 間 需要 に よ って 規 定 され るが 、 この主 軸 は 自動 車 工
業 で あ り、 この 市場 の拡 大 が 新規 参 入 を もた ら した こ と、1時 停 滞 したFordがGM方 式 の 経 営
近 代 化 に よ り、 第2位 に復 活 した こ とを 指 摘 す る。
そ して、50年 代 後 半 に は市 場 は買 替 需 要 を 中 心 とす る買手 市 場 に転 換 す る こと、 朝 鮮 戦 争 後
軍 事 的 国 独 資 に よ る支 出が 航 空 機 、 ミサ イル 、 電子 工 業 へ と移 行 した こと に よ り、 自動 車 工 業 は
きび しい 再 編 成 を余 儀 な くさ れ る 。一 時 参入 したIndependentsも 、 フル ・ライ ン政 策 、 大 規 模
デ ィ ー ラー 組織 化 、 巨大 な販 売 金 融 ・保 険 組 織 の拡 充 、 毎年 の モ デ ル ・チ ェ ンジ な ど に よ る再 分
割 斗 争 の な かで 脱 落 し、Big3の 独 占体 制 が 決定 的 に確 立 す る こ と、 そ して これ を 基 礎 と して
展 開 さ れ るPriceIeadership・AdministeredPriceが 自己金 融 体 制 の本 質 で あ る こ と、 但
し50年 代 前 半 に は金 融 機 関 か らの 借 入 れ によ る設 備 投 資 が 行 な わ れ 、金 融集 団 との結 合 関係 が
深 ま る過 程 を 分 析 す る。 そ して、 こ こで の 過剰 資 本 が世 界 企業 へ と展 開 させ る根 拠 にあ る と し、
こ の過 程 を 第3章 で 解 明 す る。
第3章 で は 、 まず 海 外 進 出 は ① 販 売 代理 店 → 販 売組 織 、 ② ノ ック ダ ウ ン方 式 、③ 製 造
工 場 ・会 社 の 設 立 と い う順 序 で 行 な わ れ る と し、 そ の 海外 進 出を 歴 史 的 に 追跡 す る。Fordは30
年 代 に英 独 仏 で 、GMは 英 独 加 で 生 産 し、 さ ら に15ケ 国 に組 立 工 場 を 配 置 して いた 。 これ ら海
外進 出 の理 由 は、① 関 税 その他 輸 入 制限 の 克服 、 ② 輸 送費 の 節 約 、③ 販 売 ・サ ー ビス体 制
の 改善 、④ 現 地 で の流 行 の キ ャ ッチな ど と され て い る 。 そ して 国 内 で 独 占体 制 を 確立 したBig
3は 戦 後 ア メ リカ の国 際 的 国 独資 体 制 の 展 開 の基 礎上 に 商品 輸 出 よ りも資 本 輸 出 を積 極 化 す る。
す なわ ち、30年 代 の既 存 投 資 を再 編 し、 さ らに新 規 進 出 を行 な う。 この 際 のFordの 特徴 は、
100%所 有 方 式 と ヨ ー ロ ッパ 各 社 間 の国 際分 業体 制を と った こ と、Chryslerが 最 も積 極 的 に
現 地 企 業 の 買 収 方 式 で 進 出 し た こ と、50年 代 に は ヨ ー ロ ッパ へ 、60年 代以 後 後 進 国へ の 資 本
輸 出が 展 開 され て い る こ と、 最 近 の 海 外 企 業 の金 融 は 利 潤 の再 投 資 と現 地 で の 借 入 が主 要 な もの
とな りつつ あ る こ と、 お よ び現在Big3は 名 実 と もに 世 界 企業 に成 長 し、国 際 的 管 理体 制 を確
立 した こと を明 ら、か に す る 。
この海 外 進 出の 要 因 は、① 米 国市 場 の 停 滞 と輸 出 の停 滞 に基 づ く過 剰 資 本 の成 立 、② 戦 後
の ア メ リカ の世 界 政 策 の展 開 によ る海外 投 資 リスク の軽 減 、 と くに門 戸 開 放 、 投資 保 証 制度 、
③ 産 業 構 造 の ア メ リカ的 「近 代 化」 と市場 統 合 に よる 市場 拡 大 で あ るが 、国 際競争 の 激 化 の中
で 、輸 送 費 の節 減 と低 賃 金 利 用 も無視 で きな い と して い る。 そ して、 海外 進 出 の武 器 と して は、
卓 越 した資 本 力 、 技 術 開 発 力 、 マ ーケ ッテ ィン グ技術 とを挙 げ て い る 。
Big3の 世 界 的 進 出の 結 果、 ヨー ロ ッパ 自動 車 工業 で ドラス チ ッ クな 再 編 と企 業 集 中 が 進 み、
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そ れ ぞれ民 族 系 企業 が 米国 企業 に 対抗 して集 約 され つ つ あ り、 この 動 きは や が て 日本 に も波 及 す
るで あ ろ うと 予想 す る 。
これ を 理 論的 に総 括 し、 世界 企業 を 生 産 と資 本 の 世 界 的 集 積 に基 づ く国 際 トラス トと規定 し 、
これ は 直接 的 な世 界 の経 済 的 分 割 に発 展 し て い ると結 ぶ の で あ る。
五 本 論文 は 以下 の よ うな三 つ の特 徴 を 有 して い る。
(1)本 論 文 は 、 ア メ リカ 自 動車 工 業を そ の創 立 期 か ら現 代 にい た る全 過 程 に つ い て、 ア メ リカ経
済 の構 造 変 化 と循 覆 と の 関連 で 詳 細 に跡 づ け 、 それ ぞ れ の 時期 の 各 企 業 の 資本 蓄積 の 特徴 を 描
き出 す こ とに成 功 してい る。従 来 、アメ リカ 自 動.車工 業 を か か る包括 的視 野 で 分析 した文 献 は少
な く、 そ の点 で 本 論文 はユ ニ ーク な もの で あ る 、 と評価 で き る 。
(2)本 論文 は 、上 記 課題 を 果す に 当 って 、主 と して 自動 車 工 業 の 市場 構造 、 企業 構 造 お よ び労 資
関 係 の推 移 な どの 諸 側 面か ら分 析 を 行 な ってい るが 、 そ の分 析 は 、 国 家 独 占資 本 主 義 論 の構 築
とい う明 確 な問 題 意 識 に基 づ い て行 な われ てい る点 に 、第2の 特 徴 が あ る。 提 出者 の国 独 資 論
は 自 己金 融 の評 価 な ど の点 で 、 な お問 題 を残 して い る と考 え られ るが 、Big3の 支 配 下の ア
メ リカ 自動 車 工 業が そ の 内在 的矛 盾 に基 づ い て 国 家 を 資 本 蓄積 の 不 可欠 の 用 具 とす るにい た る
プ ロ セス の 分析 は優 れて い る。
13)本 論文 の 第3の 特 徴 は 、従 来 、 そ れだ けが 単独 に取 り扱 わ れ る傾 向 に あ った ア メ リカ 自 動車
工 業 の 海外 進 出 を、 輸 出市場 の 動向 な らび に国 内 生産 ・市場 との 有 機的 関 連 に お い て詳 細 に跡
づ け て い る点 に あ る 。本 論 文 に お け る 自 動車 工 業 の海 外 進 出 の実 態 の 究 明 と 必 然 性 の 分析 は、
戦 前 との 対 比 に お いて 若干 の 問 題 を残 して い る とは い え、 説得 的 で あ り、 現 在 注 目を 集 め てい
る いわ ゆ る 多国 籍 企 業 論 に 一 定 の 寄与 をな し うる と思 わ れ る。
以 上 が 本 論 文 の 特 徴 で あ り、 か つ 本 論文 の メ リ ッ トで あ る。 む ろ ん本 論 文 に弱 点 が ない わ けで
はな く、上 記〔2)、{3)で記 した よ うな 問 題 点 も残 され て い る。 しか し、 こ う した弱 点が あ る に も か
か わ らず 、 本 論 文 は ア メ リカ の 中 心 的 産 業 の1つ で あ る 自 動車 工 業 の経 済 学 的 研 究 と して は秀 れ
た も の で あ り、学 界 に対 し貢献 を な し うる業積 で あ る こと は 疑 いを 容 れな い 。
以 上 審 査 す る と こ ろ によ り、 本 論 文 は 経済 学 博士 の 学位 を受 け る に十 分 値 す る もの と認 定 す る。
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